
加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 街路事業に要する一般的経費 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 その他

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

計画期間内に用地取得及び整備を完了させる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

該当路線の周辺住民及び道路利用者（通過車両、市民）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

計画期間内の供用開始を目指し、道路の改良を行う。なお、平成２９年度は道
路改良工事、用地買収及び物件補償等を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

中心市街地へ集中する交通量を効率的に分散させ、交通渋滞の緩和を図るとと
もに、歩行者・自転車の通行の安全を図る。

755715731

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 731

財　

源　

内　

訳

□拡充

円滑に街路事業を執行するため、現状を維持することが適切である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 731

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ００５街路事業

目 ０５街路事業費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 街路事業に要する一般的経費 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 先行取得用地維持補修事業（道
路建設課－街路事業費）

部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

事業の円滑な執行のため、公拡法等により先行取得した用地について、事業及
び工事着手まで期間を要することから、除草や清掃等の現場管理が必要であ
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

先行取得用地

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

先行取得した用地へのフェンス等管理施設の設置に加え、該当地の除草・清掃
を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

事業着手までの期間における該当地への不法侵入・不法投棄を防ぐとともに、
除草・清掃を行うことで土地の適正な維持管理を図る。

3,3174,7705,972

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,972

財　

源　

内　

訳

□拡充

先行取得用地の除草・清掃等により、適正に維持管理が図られているため、現
状を維持することが適切である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,972

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ０１５先行取得用地維持補修事業

目 ０５街路事業費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 先行取得用地維持補修事業（道
路建設課－街路事業費）

部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 県施行街路事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
地方財政法第２７条第１項

現 状 と 課 題

事業者である兵庫県が、確実に事業進捗を図っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

兵庫県

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

工事負担金を支出する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

兵庫県実施の街路事業の進捗を図る。

20,56828,166232,155

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債 208,900

一 般 財 源 23,255

財　

源　

内　

訳

□拡充

負担金の適正な執行により、円滑に事業推進が図られた。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 232,155

そ の 他 特 財

平成32年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ００５街路事業

目 ０５街路事業費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 県施行街路事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

件

対 象 指 標 名

兵庫県 111

成 果 指 標
分 析 結 果

確実に負担金の執行を行っている。

負担件数 件 111

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２９年度は、事業者である兵庫県に対して工事負担金を執行し
た。

負担済件数

目 標 値

1

目標年度

平成32
年度

111

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神吉中津線道路改良事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、道路法

現 状 と 課 題

平成３６年度末までに、当該道路事業を完了させ供用する。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川地区、加古川西地区の周辺住民及び道路利用者（車両、市民等）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

平成３６年度末、全線供用を目指し、道路改良を行う。平成２９年度は、物件
調査、用地測量、詳細設計、用地取得、物件補償を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

中心市街地への交通の流入を容易にするとともに、加古川渡河部の慢性的な交
通渋滞の解消を図る。

397,461625,838368,733

国 庫 支 出 金 116,413

県 支 出 金

地 方 債 184,200

一 般 財 源 35,091

財　

源　

内　

訳

□拡充

予算の適正な執行により円滑に事業推進が図られており、事業認可期間内の完
成に向け、特定財源等、確実な財源確保を維持する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 368,733

そ の 他 特 財 33,029

平成36年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ００５街路事業

目 ０５街路事業費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 神吉中津線道路改良事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

％

％

％

対 象 指 標 名

事業進捗率 232935

成 果 指 標
分 析 結 果

平成３６年度末までに、全線供用を目標として、特定財源の確保に苦慮しながら、事業を推
進している。

事業進捗状況 ％ 232935

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２９年度は、物件調査１６件、用地買収３，７２１．０９ｍ
２、物件補償１２件行った。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成36
年度

232935

取得土地率 100平成36
年度

365168

物件移転率 100平成36
年度

657183

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

％

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中津水足線外１線道路改良事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間 平成13年度

事 業 区 分 ⑦投資事業

地  区  別 加古川地区

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
都市計画法、道路法

現 状 と 課 題

平成３０年度までに、当該事業範囲の用地取得を完了させる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川地区の周辺住民及び、道路利用者（車両、市民等）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

平成３２年度末全線供用を目指し、道路改良を行う。なお、平成２９年度は、
物件調査、埋蔵文化財調査整理、用地測量、土地取得、物件補償、道路改良工
事を行った。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

中心市街地へ集中する交通量を効率的に分散させ、交通渋滞の緩和を図るとと
もに、歩行者、自転車の通行の安全を図る。

342,144691,223492,573

国 庫 支 出 金 153,957

県 支 出 金

地 方 債 298,900

一 般 財 源 39,716

財　

源　

内　

訳

□拡充

予算の適正な執行により円滑に事業推進が図られており、事業認可期間内の完
成に向け、特定財源等、確実な財源確保を維持する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 492,573

そ の 他 特 財

平成32年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ００５街路事業

目 ０５街路事業費

項 ０５都市計画費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 中津水足線外１線道路改良事業 部 局 名 建設部

課（室）名 道路建設課

％

％

％

対 象 指 標 名

対象道路の延長距離 000

成 果 指 標
分 析 結 果

早期事業効果の発現を見据え、平成３２年度末全線供用を目標として、特定財源の確保に苦
慮しながら、事業を推進している。

今年度までに整備され
た道路の延長距離

ｍ 150150150

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２９年度は、物件調査５件、埋蔵文化財調査整理１件、用地買
収１９７６．９８ｍ２、物件補償１１件、道路改良工事を行った。

事業進捗率

目 標 値

100

目標年度

平成32
年度

697681

取得土地率 100平成32
年度

818796

物件移転率 100平成32
年度

708594

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

ｍ

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間 昭和49年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 その他

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

排水樋門の維持・管理は、昭和４９年より池田水利組合に協定に基づき、委託
しているが、施設の老朽化が進んでいる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

排水樋門等の港湾関係施設

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

排水樋門や常夜灯の維持、補修及び管理

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

安全な港湾を維持する

7,9637,9397,951

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 3,364

地 方 債

一 般 財 源 4,587

財　

源　

内　

訳

□拡充

県が主体の事業なので、補修料等の予算措置を依頼する。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 7,951

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ０１５港湾維持補修事業

目 ０１港湾管理費

項 ０４港湾費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾維持補修事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾統計調査事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間 昭和22年度

事 業 区 分 ④義務的施策事業

地  区  別 その他

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成２１年１０月３０日調査港湾の全面見直しや、陸上出入貨物調査及び上
屋・倉庫・貯留場調査の廃止等を行い、調査の合理化を行った

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

東播磨港の施設利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設利用状況を利用者から報告を求め、基幹統計「港湾統計」として集約し、
港湾管理者へ月ごとに報告する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

施設利用の正確な現状を把握する。

7396120

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 120

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

統計法に基づき対象となる港湾に、国が実施する統計事務である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 120

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ０１０港湾統計調査事業

目 ０１港湾管理費

項 ０４港湾費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾統計調査事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾振興及び保全対策事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０１機能的・効率的なまちを形成する

施 　 　 策 ０４幹線道路・港湾機能を充実する

事 業 実 施 期 間 昭和49年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

別府地区と尾上地区の港湾があり、現在、東播磨港湾計画（平成１０年改定）
に基づき浚渫や防波堤整備が進められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

港湾利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

港湾の清掃活動などを通じて各種港湾関係団体との連携を深める

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

港湾施設の快適な利用と、東播磨港の安全・振興を図る。

595551562

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 562

財　

源　

内　

訳

□拡充

港湾整備の充実は東日本大震災以降特に関心が高まっているため、港湾整備へ
の各種調整窓口として継続していくことが妥当である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 562

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成29年度（決算見込）

平成29年度（決算見込） 平成28年度（決算） 平成27年度（決算）

細  目 ００５港湾振興及び保全対策事業

目 ０１港湾管理費

項 ０４港湾費

款 ０８土木費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成29年度実施事業〉

事 務 事 業 名 港湾振興及び保全対策事業 部 局 名 建設部

課（室）名 治水対策課

人

対 象 指 標 名

港湾清掃参加者 217216222

成 果 指 標
分 析 結 果

毎年同じ位の人数で行っており、一定の水準を維持しており、妥当なものと考える。

港湾清掃参加者 人 217216222

活 動 指 標
分 析 結 果

港湾の安全や景観を維持するため町内会や漁業組合、市職員で協力
しあい港の清掃を行っており、活動として妥当なものと考える。

港湾清掃参加者

目 標 値

220

目標年度

平成32
年度

217216222

平成27年度平成28年度平成29年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成27年度平成28年度平成29年度単 位
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